
インナー大会プレゼン部門 2018 専用企画シート 

 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

大学名（フリガナ） 学部名（フリガナ） 所属ゼミナール名（フリガナ） 

フリガナ）カナガワダイガク フリガナ）ケイエイガクブ フリガナ）ユキモト セイキ 

神奈川大学 経営学部 行本 勢基ゼミナール 

 

※大会申込書時に記入したチーム名から変更することはできません。 

※パワーポイント内に動画を使用している場合は「有 ・ 無」を記入し、「有」の場合は使用するスライド番号も記載してください。 

チーム名（フリガナ） 代表者名（フリガナ） 
チーム人数 

（代表者含む） 

PPT 内動画 

（有・無） 

動画使用 

スライドページ 

フリガナ）カマクラ フリガナ）オクヤマ シュウヘイ 

４ 無 

 

 

 鎌倉 奥山 修平 

 

※当日使用する PC、マイク、レーザーポインター機能付きワイヤレスプレゼンターは会場に準備しております。 

これらは個別にご用意いただいても大学施設・設備の関係上ご利用いただけませんのであらかじめご了承ください。 

発表時に使用する成果物 （例：商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査時に使用したアンケート） 

 

※成果物の配布は、『禁止』とさせていただいております。あらかじめご了承ください。 

 

研究テーマ（発表タイトル） 

鎌倉の「待機児童問題」 

 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちの研究は、「鎌倉が好き」というメンバーが集まったことから始まり今後の鎌倉をより盛り上げようという思いから、鎌倉市にお

ける問題を解決しようと考え調査を行った。その結果、待機児童数がここ数年で増加しており、現在神奈川県内でワースト 2 位

であることがわかった。 

そこで私たちはこの鎌倉の待機児童をなくすことにより、鎌倉市に在住する女性の早期仕事復帰を実現しようと考え、潜在保

育士と幼稚園の空き教室に着目した。必要とされている保育ができる環境を「使用されることがほとんどなくなってしまった幼稚園

の空き教室」に、「仕事復帰を望む元保育士」を導入することでこれら複数の問題を解決できるのではないかと考え、調査・研究

を実施した。 

 

 

  



 

 

 

 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

鎌倉市の待機児童数は厚生労働省が待機児童の定義を新しくしたため昨年から 46 人増え 93 人となり、神奈川県内 2 位と

なっている。待機児童数が多いということは女性の社会進出が難しいことを意味する。また待機児童数が多い背景として、保育

所と保育士の不足が挙げられる。保育所の不足の理由として、鎌倉市には広い土地が余りなく、地価も高いことが原因だと思わ

れる。また保育士が不足している原因としては給料の少なさ、勤務時間の長さが挙げられる。しかし離職者のうち約 79％は業界

内での再就職を望んでいることが厚生労働省の調査からわかっている。つまり給料面と勤務時間のどちらかでも改善されれば保育

士不足問題は改善されるということだ。私たちはこの部分を活用して待機児童を解決できないか、調査や活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究テーマの課題 

上記で示したような現状分析をもとに「鎌倉市の待機児童を減少させ、鎌倉での女性の社会進出を促すこと」が今回私たちが課

せられた課題である。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

提案：「使用されることがほとんどなくなってしまった幼稚園の空き教室」に、「仕事復帰を望む元保育士」を導入する『延長サテラ

イト保育』 

 

・もともとある幼稚園の教室を使用することで、場所を確保することができる。 

・保育士さんにはパート勤務制にすることで一人の保育士さんへの負担を減らすことができる。これによって再就職を望んでいる保

育士さんを確保することができる。 

・運営は市役所に行ってもらう。そうすることで保育士さんも安心して勤務することができ、継続性も期待できる。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

・鎌倉市役所 

2 回の訪問の中で鎌倉市の待機児童についての話、私たちの提案へのフィードバックをしてもらった。 

→・「市役所が定めた基準により保護者の生活環境を点数化し、その点数が高い順に保育園を紹介している。」 

  ・「鎌倉という町は地価が高いため、新しい施設の増設は難しい。」 

・鎌倉市の保育園 

岩瀬保育園に訪問した。 

→・「現在、保育士の数は足りているが新しい保育士の雇用は常に考えている。」 

  ・「保育士一人に対しての子供の定員が限られているため、それ以上の受け入れは難しい。」 



・鎌倉市の幼稚園 

いくつかの幼稚園に電話でお話を伺った。 

→・「すべての教室は何らかの形で使用している。しかし、教室の定員に対して子供の人数が少ないため、使用頻度が少ない教

室はある。」 

 ・「年齢や時間などの違いから、保護者からのニーズは幼稚園より保育園のほうが高い。」 

 

６．結果や今後の取り組み 

・実際に鎌倉市役所と打ち合わせを重ねたうえで、プロジェクトの実現を図る。 

・打ち合わせの中で実際に使用する幼稚園の確保と保育士さんの確保、施設使用料と給料の調整を行っていく。 

 

７．参考文献 

• 「生産人口の変動による地域経済成長への影響」 2011 年 8 月 平田渉 

• ほいくじょうほうどっとこむ http://www.hoikujyouhou.com 

• タウンニュース「鎌倉市内待機児童数」 2018 年 6 月 22 日号 

https://www.townnews.co.jp/0602/2018/06/22/437488.html 

• 鎌倉市役所 HP 平成 30 年度版  

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/ 

  「保育園の紹介」平成 30 年度版 

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/hoiku/bf510.html 

 「私立幼稚園・認定こども園一覧」 平成 30 年度版 

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/kodomokyoku/youchien/ichiran.html 

• 保育士くらぶ 2018/02/03 保育士の離職率 https://www.hoikujyouhou.com/hoiku_club/406 

• 産経ニュース 2017/07/01 

「女性活躍へ千葉県が再就職支援 潜在保育士復帰を重要視」 

http://www.sankei.com/region/news/170909/rgn1709090065-n1.html 

• 日本経済新聞 2018/06/12 

「神奈川県内の待機児童、14％増 867 人 新基準適用で」 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO31627690R10C18A6L82000/ 

• 鎌 倉 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 に 関 す る 考 え 方 の 整 理

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/documents/5_kowankaisiryou1.pdf 

 

＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、実行委員会から審査員(ビジネスパーソン・大学教員)の方々に事前にお渡しいたします。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、インナー大会終了後、プレゼン部門にご協力いただいている日経ビジネス様（株式会社日

経 BP マーケティング）に大会結果ページを作成いただいております。大会結果ページにはチーム名やご提出いただいた本企画シートが掲載されます。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、チーム編成の変更(チームの人数・交代など)は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変更

が生じる場合は、実行委員会(プレゼン局)にご連絡ください。実行委員会側で協議のうえ、ご返答いたします。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせていた

だきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・株式会社日経 BP

マーケティングは一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※パワーポイント内で動画を使用する場合は、必ず｢有｣とご記入ください。｢有｣の場合は使用するスライド番号も明記してください。動画を使用する際の注意事項は参加要項に記
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載しております。 

※成果物を使用する場合は、必ず企画シートにご記入ください。企画シートにてご記入が無い場合、発表当日のご使用を「不可」とさせていただきます。あらかじめご了承ください。 

___________________________________________________________________________ 
                          ↑ ここまでを 4 ページ以内におさめて、ご提出ください 


